
前
田
家
五
色
、
菓
字
頸
抄
に
・
ふ
け
る
訓
の
並
記
に
つ
　
ロ
マ

村

　

田

　

五

　

泉

は
じ
め
に

一
並
立
刹
「
－
磨
け
る
主
利
の
佐
屋

二
　
並
立
部
に
か
け
5
副
餌
の
埠
綻

ま
と
め

は
じ
め
に

国
語
史
と
い
う
も
の
が
、
各
時
代
の
人
々
の
、
国
語
に
対

す
る
認
識
の
あ
ら
わ
膿
を
捉
え
る
も
の
で
あ
る
こ
す
れ
ば
、

璃
書
（
皇
書
）
　
も
由
語
史
の
賓
増
と
し
て
欠
く
こ
と
の
で
き

な
．
い
も
の
と
な
る
。
軍
事
を
そ
う
し
た
国
語
史
の
賓
叫
と
し

て
位
置
ブ
け
る
た
め
に
は
、
そ
の
辞
書
の
語
嚢
の
性
格
が
明

、
う
か
l
こ
さ
れ
な
け
堆
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
そ
の
た
め
に
l
ま
、

そ
の
卑
書
の
成
立
退
避
や
内
l
卑
め
鵜
舟
原
理
を
明
ら
で
」
す

る
め
皐
が
あ
ろ
。

き
て
、
礪
缶
東
に
よ
っ
て
l
天
を
車
間
へ
榊
～
僻
）
よ
り

冶
水
牛
間
〔
椚
i
呵
）
　
に
わ
た
っ
て
編
ま
れ
た
．
と
い
う
「
色

東
学
類
少
し
は
、
衷
蜜
を
そ
の
よ
み
ぺ
訓
）
　
の
永
二
日
時
の

遠
目
に
よ
っ
て
イ
ロ
ハ
碩
l
二
配
列
し
た
字
書
で
あ
う
。
鴫
由

さ
れ
た
連
字
の
下
l
二
は
、
そ
の
喪
字
の
刊
が
仮
名
て
、
付
け
ら

れ
て
お
り
、
と
こ
う
ど
こ
う
、
ア
ク
セ
ン
ト
を
示
す
声
島
も

加
え
う
放
て
〓
う
。
こ
の
、
軍
書
の
性
格
を
考
え
る
た
め
に
は
、

そ
こ
に
喝
出
さ
れ
た
濃
紫
や
そ
の
鋤
の
出
処
、
た
ら
裾
に
、

謹
賀
や
鍋
の
配
列
の
原
理
を
明
ら
か
に
す
う
政
争
が
あ
る
。

瑠
第
十
の
刊
の
由
処
に
つ
い
て
は
．
従
束
、
「
知
名
確
蚤
妙
」

や
如
化
哀
史
賓
料
の
語
束
と
共
晶
す
る
部
分
の
あ
る
こ
と
が

楕
埼
さ
双
て
〓
る
が
、
‡
玖
妙
会
像
の
語
彙
を
覆
う
が
叶
の

考
慮
性
を
右
上
て
〓
る
ヒ
誰
や
り
来
る
．
丈
政
は
、
ン
£
だ
見
出

さ
れ
て
目
方
‖
9
　
も
と
よ
り
、
学
類
サ
の
語
句
が
単
一
の
立

雛
か
う
且
が
捜
示
新
た
も
の
で
あ
′
急
と
は
吉
日
班
れ
な
日
が
、

二
九



今
後
∵
官
類
・
革
の
毅
且
に
違
溝
か
か
れ
「
一
て
い
た
と
認
め
∵
つ

れ
る
有
力
姦
吏
紐
が
束
喝
さ
れ
た
い
と
も
限
ら
な
い
の
で
あ

る
か
ら
、
そ
l
｝
し
た
文
献
の
甘
規
も
、
一
層
押
し
進
め
ら
れ

な
け
収
骨
な
ら
な
り
。
一
r
こ
な
で
「
方
、
▼
曽
頼
抄
の
磯
舟
に

か
か
わ
る
讃
阜
灸
に
つ
い
て
－
そ
れ
左
盤
響
し
て
料
く
轟
も

箪
壊
秒
の
構
射
原
理
を
如
ろ
騎
上
で
l
さ
ら
に
は
、
前
也
の
宇

頬
妙
耳
立
に
．
か
か
れ
る
吏
紅
を
考
え
ろ
上
で
、
山
草
な
作
業

て
．
あ
る
と
考
え
首
。

本
痛
は
、
そ
う
し
た
鼠
蛇
か
ら
、
生
垣
妙
に
か
〓
て
一
つ

の
藻
草
に
こ
っ
以
上
の
訓
が
嵐
紀
さ
れ
て
い
る
も
の
「
し
れ

う
え
、
今
徹
り
に
「
並
立
勤
し
と
執
す
る
）
　
に
つ
き
、
い
さ

さ
か
の
諷
且
を
行
目
、
ブ
て
の
露
見
左
乾
普
す
る
も
の
で
あ
る
。

巧
み
、
今
讐
　
調
査
の
対
象
こ
し
た
色
襲
撃
類
妙
は
、
「
前

田
鼠
本
邑
資
吏
埠
妙
」
上
・
、
下
二
番
へ
中
巻
空
　
で
、
あ
う
。

黒
目
魚
水
の
巴
貴
牟
顆
秒
は
直
線
に
は
調
査
の
対
毅
と
は
し

古
か
っ
た
。
ま
た
、
掌
類
妙
の
各
年
の
う
ち
、
諸
ね
∵
講
寺
・

同
郡
！
軒
蒜
警
∴
催
瑞
・
盈
苗
の
軋
坪
は
考
賢
の
対
象
か
ら
錬

り
た
。
風
席
名
詞
の
類
に
み
言
て
は
、
二
つ
以
上
の
訓
の
出

札
は
は
乙
太
と
期
徒
で
き
た
∴
＝
ヒ
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。
な

み
ま
た
、
今
年
は
∵
壷
靭
一
の
み
を
孝
賢
の
対
象
と
し
、
最
早

即
の
前
半
へ
l
安
吾
藷
の
部
外
）
の
藷
列
や
、
並
立
釣
の
う
与

「
万
が
宕
骨
法
で
あ
る
よ
う
な
例
は
、
叔
ソ
あ
げ
て
＝
な
言
㌦

三
〇

〆
　
直
立
別
に
か
二
り
ろ
こ
エ
割
り
の
位
置

さ
て
l
　
雪
頑
妙
に
か
∴
∵
T
は
、
喝
出
頭
、
琴
の
下
に
何
に
さ

机
た
仮
名
訓
の
矛
㌻
昔
坪
に
∵
々
あ
痩
妄
の
所
属
す
る
葛

へ
イ
ロ
バ
∴
・
仁
各
篇
）
を
竣
起
す
う
裏
年
が
舟
か
堆
て
′
あ
り
、
ま

た
、
各
恩
の
大
皐
・
l
辟
掌
両
帝
に
あ
っ
・
・
て
ば
、
瑠
璃
壊
牢
豆
、

そ
の
訓
の
昔
坪
教
の
ダ
な
い
も
の
が
．
ケ
喉
に
配
列
さ
瓜
て
〓

る
。
・
こ
こ
ろ
で
∵
喝
出
痩
直
上
二
つ
目
上
の
加
が
記
さ
れ
て

〓
る
場
合
に
は
、
．
為
の
叶
属
や
大
阜
！
卑
生
両
軸
に
ふ
け
う

配
列
順
は
、
そ
れ
ら
の
訓
の
〓
r
叔
l
二
基
準
が
卦
か
現
す
〓

る
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
、
若
干
の
同
利
息
彰
と
．
に
、
∵
そ
う

し
た
所
属
や
配
列
の
基
準
と
な
る
剖
（
こ
爪
を
仮
ッ
に
「
皇

卸
し
と
淋
し
、
温
血
鋤
の
う
ち
、
主
判
吠
外
の
も
の
を
「
別

納
L
と
妹
す
る
）
が
警
止
す
う
叫
の
言
で
敵
に
該
当
す
ろ
こ
の

か
を
考
え
て
ゆ
く
。

出
坤
待
也
凰
蝉
催
聖
上
伺
六
霊
、
芸
J

山
師
姉
彗
㌢
　
（
ヒ
莞
壌
聖

二
弟
ら
ヰ
　
そ
れ
で
此
些
上
知
の
矛
三
日
坪
が
互
い
に
異
窺

っ
て
お
り
、
し
た
が
っ
て
、
そ
の
珂
属
す
る
名
産
考
と
会
わ

せ
る
時
、
み
の
み
の
庖
側
に
記
き
孔
ヒ
「
〓
ゝ
石
」
　
1
ヒ
タ



キ
ヤ
」
　
の
封
が
蹄
慮
謹
直
の
娃
準
と
な
っ
て
〓
る
与
は
明
う

か
で
エ
勺
う
㌔

聞
耳
鐙
言
霊
忽
焉
志
二
イ
畢
芋

の
瑠
璃
百
－
頑
嘩
縁
句
野
望
上
二
ゞ
大
阜
）

コ
ヒ
〃
ノ
H
ノ

こ
塑
ら
は
、
そ
直
で
札
帝
牢
畢
・
大
草
部
に
属
し
て
〓
う
か
、

前
述
の
響
く
、
こ
の
二
つ
の
坤
に
か
い
て
は
、
寒
琴
l
ま
そ
の

去
月
の
普
坪
数
の
少
な
目
も
の
か
ら
鞭
に
配
列
で
現
て
日
ろ
。

均
の
場
今
そ
の
前
後
．
に
は
、
イ
マ
ダ
へ
未
）
イ
マ
シ
（
乃
）

イ
デ
ヤ
（
藤
γ
－
イ
ヤ
ス
；
祀
）
　
の
よ
う
「
三
音
節
の
割
か

温
ん
で
み
リ
、
幻
の
場
合
は
、
コ
ト
六
皐
）
　
コ
ヒ
　
ご
鸞
∵
；

コ
ウ
（
功
）
の
よ
う
に
二
悉
坪
の
語
が
革
ん
で
い
る
。
こ
の

皐
か
ら
∵
そ
れ
千
年
∵
右
側
に
記
さ
孔
た
「
イ
ナ
ヤ
L
　
「
コ

γ
L
の
叫
か
、
配
列
l
順
を
率
定
す
る
時
の
基
準
こ
な
っ
て
い

る

こ

と

が

わ

か

る

合

宣
鮮
滞
欧
へ
サ
晋
）

右
は
二
、
っ
の
新
が
上
下
に
並
ん
だ
倒
㍗
あ
る
が
、
二
一
の
喝
今

上
方
の
吉
1
1
1
「
サ
シ
㍉
が
当
該
享
賢
の
両
局
希
の
楽
長
の
暴
孝

と
行
っ
て
い
る
皐
は
、
q
勘
の
場
合
乙
同
様
に
し
て
明
ら
が

て
エ
句
る
。

㈲
齢
紹
至
i
P
〔
ア
大
体
）

的
爵
象
冬
季
隼
騰
孟
志
、
璧
）

者
の
こ
刺
は
、
迫
立
割
の
「
耳
「
｝
「
え
」
萱
が
加
え
ら
勅
て

〓
る
毛
町
で
あ
う
が
、
U
の
場
合
は
、
所
属
範
に
明
ら
か
花

1

．

1

ノ

よ
う
に
「
そ
し
の
元
日
．
「
二
γ
ト
」
が
l
　
帝
展
栗
鼠
隼
拳
埠
と

た
っ
て
あ
り
、
刑
の
魂
合
毛
、
子
の
璃
後
に
、
コ
ユ
（
埼
）

コ
ユ
（
読
∵
「
…
コ
∴
ル
　
へ
慮
）
　
て
為
り
、
二
者
坪
の
「
コ
ユ
」

が
碁
竿
と
な
「
7
日
う
こ
と
が
明
′
甲
㌣
司
る
D

以
上
の
音
か
ら
考
え
う
に
、
並
立
訓
の
場
合
、
そ
の
名
車

石
目
は
上
に
詑
さ
性
た
勘
が
当
壊
愛
．
壁
の
辞
儀
・
配
列
左
渡

定
す
る
思
今
季
と
な
　
て
　
リ
、
二
刀
の
か
ヒ
　
1
え
L
　
の
耳
目

て
〓
彗
場
合
に
は
、
1
え
L
　
の
秤
目
千
日
な
＝
方
の
別
品
去

年
と
な
っ
て
い
5
＝
と
か
わ
か
ろ
。
し
か
も
－
「
え
」
空
が

舟
∴
∵
て
〓
う
訓
は
、
そ
の
は
と
ん
㌢
が
但
？
利
に
対
し
て
左

側
か
下
方
に
位
置
す
る
。
窮
局
、
並
立
朝
に
み
〓
マ
ば
、
席

か
上
、
す
乃
わ
号
、
麦
ま
上
軍
都
仁
者
か
机
5
割
が
、
当
韻

棄
宝
の
所
属
∵
撃
里
の
碁
隼
た
る
主
剤
の
他
屋
吏
占
幼
7
日
1

5

こ

と

に

丹

う

む



二
並
畢
刹
l

二
む
け
る
副
桝
の
藤
亀

年
額
妙
に
か
け
る
並
立
訓
を
整
廻
し
l
型
に
示
す
と
、
乳

の
よ
う
に
在
る
。
へ
但
し
∵
叫
の
住
道
は
、
型
同
志
、
の
比
叡

を
容
易
に
す
る
た
め
『
上
下
「
直
紀
さ
献
た
．
割
と
右
左
に

置
き
礫
と
う
を
ふ
‥
し
た
た
め
、
栗
野
と
違
っ
て
〓
5
二
七
の
′
も

あ
う
こ
な
ふ
∴
凪
や
、
O
は
堀
割
諌
早
、
ロ
は
夜
逓
て

、
詑

さ
収
た
到
∵
二
ト
に
ま
し
た
教
鼠
は
、
号
の
型
に
二
嘱
す
る
血
立

訓
の
網
例
数
で
あ
る
。

A
、
当
韻
喪
掌
の
下
に
封
が
並
詑
さ
鳳
て
日
石
毛
の

0
0
m
へ
ダ
）
⑦
〇
m
・
l
・
占
肩
（
争
）

①
○
抽
忠
孝
十
〇
材
へ
！
）

㊥
○
脚
γ
し
◎
○
岬
…
○
同
工

の
○
脚
へ
2
し
①
○
静
U
・
⊥
0
回
γ
）

⑦
○
用
品
）
①
○
瑚
1
－
－
0
碍
這
）

⑲
○
晦
蔀
今
望
（
2
）
の
○
堕
寄
、
訓
了
○
凋
（
ヱ

㊥
O
m
紺
　
へ
讐

⑩
○
知
日
丁
こ

⑭
○
獣
u
 
T
）

⑱
○
評
　
γ
）

三
エ

㊥
○
紺
…
C
糊
　
へ
空

㊥
〇
割
□
l
・
b
肩
　
へ
ダ
）

⑪
○
即
1
1
人
U
屑
　
へ
ー
レ

㊦
○
翔
□
l
1
1
0
同
寺
）

㊥
○
如
六
日
　
γ
〕
　
㊨
○
朋
笥

㊤
O
m
俗
－
・
・
〇
局
「
イ
）
㊥
O
m
故

⑲
O
は
　
γ
）
　
＠
○
紺
・
刊

へ

ー

）

（2）

へ

ー

）

B
、
当
壊
漢
掌
に
二
は
並
立
部
の
′
う
号
の
　
「
万
だ
け
が
放
さ
れ
、

主
う
一
っ
の
、
卵
は
郡
埴
生
の
靭
乞
う
け
ノ
7
日
弓
も
の

由
○
口
・
・
l
O
脚
「
ぼ
）
　
㊥
○
担
O
O
O
n
・
・
・
0
周
丁
）

′
㊥
○
口
〇
四
〇
謄
○
腔
○
蘭
　
T
J

⑲
○
ロ
・
・
1
0
摘
n
六
元
）
㊥
○
牒
・
l
O
昌
…
○
腔
（
ず
）



㊨
〇
日
・
・
l
O
卵
百
　
三
㊤
○
□
：
b
摘
書
ロ
T
）

仁
、
A
と
B
と
の
l
画
聖
を
合
も
毛
の

㊥
○
紺
・
・
・
〇
㍍
へ
⊥
㊥
○
興
も
胆
　
へ
ヱ

㊤
○
甑
・
・
・
〇
軸
『
　
へ
乎
）
⑫
○
甲
・
⊥
U
q
・
l
n
腔
へ
⊥

㊥
○
甲
・
・
〇
苗
・
・
・
〇
百
…
○
貼
軒
へ
⊥

㊥
○
囲
・
：
〇
一
C
盲
占
星
口
：
⊥

⑫
○
掴
・
・
・
〇
餌
ロ
ト
○
え
口
・
t
・
〇
ヱ
ロ
へ
⊥

＠
○
即
・
；
○
謄
・
・
・
〇
秤
へ
⊥
㊨
○
評
ノ
l
・
・
〇
㌍
（
じ

、

〔

－

）

㊨
且
錮
…
〇
校
掴
…
○
同
工
の
○
即
・
・
・
〇
東
口
・
1
1
良
腔

㊨
○
糾
・
・
二
U
丈
D
・
・
l
O
ヌ
臣
占
明
日
　
へ
⊥

㊥
○
榊
…
〇
三
月
．
・
・
〇
ぞ
上
口
　
丁
）

㊨
○
押
・
・
1
0
用
上
ロ
・
；
○
ヱ
ロ
C
⊥

㊥
○
綾
雷
・
1
－
0
日
…
・
品
ロ
（
I

邑
莫
卑
換
妙
の
塙
璃
貴
史
に
こ
っ
以
上
の
叫
が
紅
さ
映
て

い
る
場
合
、
ど
の
訓
が
そ
の
項
琴
の
所
属
で
配
牲
増
を
東
芝

す
る
基
孝
と
方
っ
て
い
る
か
は
＼
す
で
に
見
て
き
た
盛
り
ノ
て
t

．

義
′
5
が
・
そ
ろ
ノ
し
た
塞
隼
と
な
っ
て
い
年
目
剖
C
す
ね
わ
ナ
ヮ

副
勧
）
は
、
当
該
謹
皇
の
訓
と
し
て
ど
の
よ
う
な
機
能
左
有

し
て
〓
る
の
で
あ
う
う
か
。
こ
の
占
叫
に
つ
き
、
右
に
あ
げ
た

諸
型
の
う
ち
、
同
列
の
多
い
も
の
亙
中
嶋
に
で
き
る
だ
け
単

組
毎
型
と
屈
ん
で
乙
（
塑
う
に
つ
〓
て
考
察
を
加
え
て
み
る

こ
と
と
す
る
e
吸
っ
た
の
は
、
の
◎
㊥
Q
O
㊦
①
㊥
◎
⑭
㊥

㊥
憲
の
惇
l
の
聖
霊
。
急
、
芸
昭
の
㍊
爪
芸

子
の
ほ
と
ん
ど
が
喝
例
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